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佐藤照彦議員

漁業振興

漁
業
系
廃
棄
物
の
処
理
対
策

水
産
廃
棄
物
処
理
護
岸
の
利
用
を
検
討

国保運営

軽
減
の
た
め
応
益
・
応
能
比
率
を
見
直
し

割
合
を
含
め
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る

質
問
　

①
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
な
ど
の
磯
資

源
を
増
産
す
る
た
め
資
源
管

理
を
ど
う
す
る
。

②
カ
キ
、
ホ
タ
テ
殻
や
そ
の
付

着
物
な
ど
漁
業
系
廃
棄
物
の

処
理
対
策
の
早
期
解
決
を
。

③
三
陸
沿
岸
漁
業
の
資
源
確
保

に
国
、
県
の
努
力
を
。

沼
崎
町
長
　

①
ア
ワ
ビ
は
漁
獲
量
が
減
少
し
、

昨
年
を
下
ま
わ
る
状
況
で
あ

る
。
今
後
の
状
況
次
第
で
は
、

組
織
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

や
水
産
部
に
提
案
し
て
い
る
。

②
貝
殻
処
理
の
中
期
的
対
策
と

し
て
、
町
が
主
体
と
な
り
、

水
産
廃
棄
物
処
理
護
岸
を
利

用
し
て
処
理
す
る
検
討
を
し

て
い
る
。
長
期
的
対
策
と
し

て
、
破
砕
し
た
上
で
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
方
法
を
進
め
た
い
。

付
着
物
に
つ
い
て
は
、
安
価

な
処
理
方
法
を
漁
業
者
と
共

に
模
索
し
た
い
。

③
三
陸
沿
岸
は
多
種
類
の
漁
業

資
源
に
恵
ま
れ
、
つ
く
り
育

て
る
漁
業
を
推
進
し
発
展
し

て
き
た
。
中
で
も
、
漁
協
経

営
を
左
右
す
る
、
秋
サ
ケ
不

漁
原
因
の
究
明
と
価
格
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
年
も
県
に

要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
減
少
傾
向
に
あ
る
ア
ワ
ビ

や
ヒ
ラ
メ
の
資
源
に
つ
い
て

は
、
天
然
資
源
の
増
殖
に
関

す
る
研
究
と
放
流
効
果
の
検

証
を
要
請
し
て
い
る
。

質
問
　

①
十
一
月
末
の
国
民
健
康
保
険

税
の
収
納
額
と
率
、
過
年
度

分
の
滞
納
世
帯
と
滞
納
額
は
。

②
保
険
証
の
取
り
上
げ
は
や
る

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
。

③
十
一
月
末
の
短
期
保
険
証
発

行
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

④
低
所
得
者
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ン
層
の
負
担
を
軽
減
す
る
立

場
か
ら
、
応
益
と
応
能
の
比

率
五
〇
対
五
〇
を
見
直
す
よ

う
求
め
て
き
た
が
、
ど
の
よ

う
に
す
る
考
え
か
。

沼
崎
町
長

①
現
年
度
分
の
収
納
済
額
は
、

三
億
九
千
七
百
二
十
六
万
円
、

収
納
率
は
、
五
二
・
六
�
。

滞
納
繰
越
分
の
収
納
済
額

は
、
三
千
三
百
六
十
七
万
円
、

収
納
率
は
九
・
八
�
。

過
年
度
分
の
滞
納
は
、
八

百
四
世
帯
で
、
三
億
九
百
九

十
六
万
円
。

②
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
。

③
十
一
月
二
十
二
日
現
在
で
、

一
カ
月
が
三
百
五
十
七
世

帯
、
三
カ
月
が
百
九
十
七
世

帯
、
合
計
五
百
五
十
四
世
帯
。

④
現
在
、
応
益
･
応
能
の
割
合

も
含
め
、
国
保
事
業
の
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

国保制度を適切に運営していくため
早急な対策が望まれます（織笠森地
区の「お座敷広場」での検診の様子）

宮城県松島町のカキ殻処理の様子
業者に原料として出荷するなど、
リサイクル処理されていました
（産業建設常任委員会の視察研修から）

議員１１人が一般質問


